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序

自動車輸送体系の発達した今日、道路網の整備は南北に長い県土を有する三

重県にとって最重要課題のひとつとして挙げられましょう。

しかし、歴史や文化の足跡を知る上で璽要な資料となる文化財の保護も行政

に求められる役割として欠くことのできないものであります。

このような中で、道路整備の円滑と文化財保護との整合を図るため埋蔵文化

財の保護については止むを得ず事前に発掘調査を実施し、その内容や実態につ

いて写真・図面等の記録による保存に留めているところであります。

今回報告させていただきます「森ノ上遺跡」もこのような埋蔵文化財のひと

つで、多気町相鹿瀬と大台町新田を結ぶ県道の拡幅改良事業に伴って発掘調脊

を実施したものであります。調査範囲は道路の拡幅部分に限られ、遺跡の全容

を解明するには至っていませんが、地域の歴史を知る上でその一助となるもの

と確信しております。

文末となりましたが、調査の実施に当たりご協力賜りました三重県土木部道

路建設課、同松阪土木事務所、大台町教育委員会、管内文化財調査員各位並び

に地元各位に感謝申し上げて刊行のご挨拶とさせていただきます。

平成 9年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長 奥村敏夫
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本書は三重県多気郡大台町柳原字森ノ上に所在する森ノ上（もりのうえ）遺跡の発掘調在報告

書である。

本遺跡の調在は平成 8年度県道相鹿瀬大台線道路改良事業に伴い、三重県教育委員会がー孔重県

土木部から経費の執行委任を受けて実施した。

調査および整理は次の体制により実施した。

調在主体

調脊担当

整理担当

三重県教育委員会

三菫県埋蔵文化財センター

主事 松葉和也 臨時技術補助員

三重県埋蔵文化財センター

調府第一課

山田康博

管理指導課
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調代にあたっては、三重県土木部道路建設課、松阪土木事務所、大台町教育委員会、地元柳原・

千代の方々、無贔山千福寺からの協力を得た。

本書の執筆・写真撮影および作成は松葉が行った。なお、図面作成等は管理指導課の協力を得

た。
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本書の方位は真北を用いた。なお、磁北方位は、西偏約 6度20分（平成元年、国上地理院）で

ある。

本書で用いた遺構表示略記号は以下による。

SB: 掘立柱建物 SK: 土坑

8
 

当発掘調在の記録および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

，
 

スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

1 調査の契機

森ノ上遺跡は、平成8年度一般県道相鹿瀬大台線

県単道路改良事業に先立つ遺跡分布調在によって発

見された遺跡である。当事業は遺跡範囲内を破壊す

る恐れがあったため、平成8年2月 1日に試掘調在

（第 3 図）を行った。その結果、試掘坑 1• 2で遺

構と遺物が確認された。試掘坑3,...___ 5については遺

構等は確認できなかったものの、土層堆積状況、遺

物の散布状況から遺跡範囲内と判断した。土木部と

の協議でも遺跡の破壊は避けられないという結論に

至り、本調在を行う事になった。

また、調査区の南に接する場所については本調壺

開始時の平成8年5月 7日に試掘調脊を行った。試

掘坑 6• 7ともに遺構と遺物は認められず、地山ま

で削平されていることが分かった。

2 調査の経過

(1)調査経過概要

今回の調脊は、県道の歩道取り付けにより掘削さ

れる畑地と宅地の部分（約4mX約108m)につい

て実施した。なお、交差する現道部分については調

脊から除外した。

調査に参加したのは、地元の柳原・千代の方々で

ある。ここにお名前を記し、御礼申し上げる。

大北誠子、大北のぶ子、大北洋子、北村敏子、

竹本美津野、田中三千代、辻久雄、辻八重子、

辻本った子、西岡隆男、長谷川昌夫、本多志げ代、

山本弘 (50音順、敬称略）

13日 A地区の南より検出作業を開始する。

ピット、土坑を確認した。また、土師器の

鍋・皿、山茶椀が出土した。

14日 A地区の検出。遺構掘削を始める。 SK

1より土師器鍋出土。

15日 SKl内に石を多数確認する。 SK7・ 

SK8は土坑墓の可能性もある。

16日 A地区掘削終了。 B地区の検出開始。

20日 SK13•SK14 を検出する。

24日 B地区の掘削開始。 C地区の検出。とも

に遺物の量は少ない。

28日 掘削終了。

30日 写真撮影。

31日 地元の日進小学校6年生21人見学。

6月 1日 地元対象の現地説明会を開催。 50人以

上の参加を得る。

3日遺構実測。

7日 遺構実測その他作業終了。道具などを撤

収する。

8日 現地引き渡し。

(3)文化財保護法等にかかる諸通知

文化財保護法（以下、 「法」）等にかかる諸通知

は、以下により文化庁長官あてに行っている。

・法98条の 2第 1項（文化庁長官あて）

平成8年4月 5日付教文第206号（県教育長通知）

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（松阪警

察署長あて）

平成8年6月24日付教文第31-17号（県教育長通知）

(2)調査日誌（抄）

5月7日 A•C地区の表土掘削をした。遺物の包

含量は少ない。試掘を 2ヶ所行った。

9日 B地区の表土掘削をしたが、遺物は確認

できなかった。遺跡範囲確認のために分布

調査を行った。遺物の散布は広範囲にわた

ることが分かった。
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II 位置と環境

三重と奈良の県境、台高山脈を涼流に持つ宮川は

全長約91kmに及ぶ県内一の河川である。本流は、大

内山川・濁川・注連指川・一之瀕川等の支流を集め、

ほぼ東流しつつ伊勢湾に注いでいる。

支流の濁川が合流する一帯は、河岸段丘がよく発

達しており、遺跡の分布も段丘面上に集中する領向

にある。

森ノ上遺跡 (1)は、宮川の左岸、濁川の合流地

点から1.5kmほど下った場所に位置している。ここ

は南と北に小さな谷が入り、川に向かって東に小さ

く張り出した段丘となっている。その段丘の先端部

にあたる場所には、無贔山千福寺（通称柳原観音）

がある。この寺の境内には、柳原観音境内遺跡 (2)

が確認されている。

宮川流域は旧石器時代の遺跡が多く、県内の半数

以上がこの地域に集中している。この中でも、大台

町出張遺跡 (3) は玉城町カリコ遺跡とともに県内

有数の旧石器時代の遺跡として知られている。 1976

年から翌年にかけて行われた発掘調査では、ナイフ

形石器・スクレイパーをはじめとする遺物が2万点

以上出土している。他には大台町中野遺跡 (4)、

同町黒ヶ谷遺跡 (5)、同町宮野西出遺跡 (6)か

らナイフ形石器等の旧石器時代の遺物が出土してい

る。また、出張遺跡、中野遺跡、宮野西出遺跡では、

旧石器時代末から縄文時代初頭にかけての木葉形尖

頭器や有茎尖頭器も出上している。なお、今回の調

査中に、前述の柳原観音境内遺跡でもチャート製の

石器剣片を表面採取しており、本遺跡にも先史時代

の遺構・遺物が存在する可能性もある。

縄文時代になると、遺跡の数はさらに増加する。

勢和村石神遺跡 (7)では、前述の木葉形尖頭器や

有茎尖頭器の他、神子柴型に属すると思われる石斧

等の草創期に特有な石器が出土している。早期では、

度会町栢垣外遺跡 (8)の遺物が比較的多い。早期

末から前期初頭は、県内でも遺跡の数が減少する時

期である。その中でも岡ヶ野遺跡 (9) は、少量で

はあるが早期末の土器が出士している。前期の遺跡

では、深谷東遺跡 (10)から、北白川下層II式に比
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定できる土器が出土している。また、度会町万野遺

跡は前期の遺物が多い遺跡として知られている。中

期は、遺跡の数も多くなり、前述の出張遺跡、岡ヶ

野遺跡、深谷東遺跡等から遺物が出土しているが、

出土量は少ない。後期では、度会町森添遺跡が知ら

れている。 1986年と翌年に発掘調査が行われ、元住

吉II式等の士器が出上している。元住吉II式以降、

晩期後半までの土器の中には、朱が塗彩または付着

したものも認められている。晩期では森添遺跡の他

に、勢和村池ノ谷遺跡 (11) の出土量が多い。池ノ

谷遺跡は、有茎尖頭器を始めとする縄文時代各時期

の遺物が出上している。 1994年に範囲確認調査が行

われ、朱の付着した磨石や土器が出土した①。朱の

原料である辰砂も見つかっており、朱の生産遺跡と

しての性格付けがされている。

弥生時代になると、遺跡の分布の中心は下流域に

移っていく。当該地域では前期の遺跡は、濁川流域

を中心に散在する程度である。大印町引瀬遺跡 (12)、

大台町浜井場遺跡 (13)、岡ヶ野遺跡、池ノ谷遺跡

等である。中期には、上流域の遺跡もいくつか見ら

れるようになる。大宮町長者野遺跡では、中期の士

器が多く採集されている。後期では、下流域に玉城

町小社遺跡がある。この遺跡では、山中期・欠山期

までの上器が出士している。

古墳時代では、後期の落人古墳群 (14)がある。

3基の円墳だということであるが、詳細は不明であ

る。また、前述の長者野遺跡に重複して長者野古墳

群が確認されている。

多気町の逢鹿瀬廃寺 (15)は、本遺跡から下流に

2 kmほどに所在する。奈良時代の瓦が確認されてい

る。なお、同廃寺は、伊勢大神宮寺であるとする説

が主流となっている。西谷遺跡 (16)は同廃寺への

瓦の供給源とされる瓦窯跡である（2）。

古代、多気郡は度会郡・飯野郡とともに神三郡と

して伊勢神宮の所領となっていた。その後中世にな

ると、北畠氏の南伊勢への進攻にともなって多気郡

も北畠氏の勢力範囲に入った。大台町内にも北晶氏

に関係のある城館をいくつか数えることができる。



北畠具教三瀬館（三瀬御所）や下三瀕砦などである。

中世以降の集落跡は、宮川の両岸に点在する傾向に

ある。これらは現在の集落と重複することが多いが、

川と山の間の狭い中位段丘という地形から考えれば

当然のことであろう。本遺跡も、こういった集落跡

の一つとしてとらえる事ができる。

ここで無量山千福寺について若干触れておく。千

福寺は現在、安産祈願等で近隣に知られており、ま

た月に一度の縁日、年に二度の大縁日では大変な賑

わいを見せている。近世には伊勢参宮と西国万十三

カ所巡礼が結びつき、熊野街道沿いにある柳原集落

を通過する人の数が多くなった。寛政2年 (1790年）

の道中記や、文政12年 (1829年）の巡礼案内記には

千福寺の記述が見られる③。千福寺は焼失・移転を

しており、寺記類も残っておらず、近世以前につい

第 1図遺跡位置図 (1:50,000) 
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てはいくつかの口伝の他は不明なことが多い。

［註・参考文献］
① 奥 義次「池ノ谷遺跡範囲確認調査報告」（『勢和村遺跡地図』

付篇II、勢和村教育委員会、 1995年）
② 川北秀実「西谷遺跡（栃ヶ谷瓦窯）・逢鹿瀬廃寺・四神田廃寺採集

瓦の同笥関係と想定される供給パターン」(『Miehistory』vol.7、三重
歴史文化研究会、1994年）。

③ 田中智彦「西国巡礼の始点と終点」（『紀要』 16、神戸大学文学
部、 1989年）。

上記の他、皇学館大学考古学研究会『大台町の遺跡』（大台町教育

委員会、 1975年）を参照した。

国土地理院「国束山」(1:25,000)から



III 調査の成果

1 調査の方法

本遺跡の調査では、南側よりA地区.B地区・ C

地区を設定して行った。本来は連続するものである

が、生活道路確保のために分割をした。 3地区とも

近接しているため、小地区設定は通し番号で行って

いる。小地区は4m四方で、その番号は西から東へ

a• b• c、北から南へ 1"'--'28である。

2 基本層序

本遺跡は、狭い中位段丘上に立地している。現状

は茶畑と宅地であり、茶の根や住宅建設に伴う掘削

等の撹乱を受けている。基本層序は次のとおりであ

る。

I 暗褐色土（耕作土）

第 2図遺跡地形図 (1:5,000)
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II 黒褐色土

III 灰褐色土＋黄褐色土小ブロック

N 黄褐色粘質上十砂礫混入

上記の層序は、 A•B地区の全面にわたって確認

できる。 C地区は家屋が建っていたためにかなりの

撹乱を受けており、基本層序どおりではない。

II• IIIは包含層で、中近世の土師器片が認められ

た。遺構検出はNの上面で行ったが、 IIとIIIの上面

から切り込んでいる遺構が多く、少なくとも 2つの

生活面が考えられる。

本遺跡が中位段丘面上に位置することは前述の通

りである。この付近の中位段丘は黒褐色土がよく発

逹する傾向にあり、また、その下位には黄褐色砂質

土があることが一般的である。同じような中位段丘

面は、大台町中新田・下新田にある海抜50r--...,,60mの

平坦面、度会町上田口付近の海抜50mの平坦面など
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である凡

今回の調在においても、この付

近の中位段丘上での一般的な層位

が認められたといってよいだろう。

なお、前述の大台町出張遺跡で

は、黄褐色砂質土から旧石器時代

の石器群が出土しており尺今回の

調査でもN層中の遺物の有無につ

いても確認をした。本遺跡では遺

物は認められなかったが、多気町

内垣外遺跡［第 1図(17)Jでは黄褐

色土層中より旧石器時代のものと

考えられる石器群が出土している。

また、この層の直上には火山灰と

思われる層がある凡今後の当該

地域の調査では、黄褐色土、いわ

ゆる地山としている層中の遺物の

有無に注意を払うとともに、火山

灰層の有無についても確認の必要

がある。
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3 遺構

1 5 0ほどのピットの内、掘立柱建物としてまと

まったものが 3棟ある。また、遺構番号を付けた土

坑は21基ある。この中には時期が不明なものもある

が、時期が推測できるものについては、主に中世の

遺構であると考えられる。なお、年代観は伊藤裕偉

氏の南伊勢系土師器鍋・ 1IIlの編年④（以下「伊藤編

年」）に従っている。

(1)掘立柱建物

掘立柱建物を 3棟確認した。調有区の横幅が4m

ほどという制約を受けるために、全てが建物の一部

分を確認したにとどまっている。 3棟ともにA地区

北半分に位置している。

なお、柱間の長さは曲尺 (1尺＝約30.3cm)で測っ

ている。

S 818 (第6図） 調脊区外へのびるため、定かで

はないが桁行 4間 (6尺 X 4 =24尺） X梁行 1間

(6尺）以上の総柱の建物と考えられる。南北棟と

思われ、棟方向はN2°Eである。確認された 8か

所の柱位置のうち 4か所に根石が残っていた。北面

西から 2つめと南西隅の柱穴からそれぞれ土師器鍋

が出土した。伊藤編年3段階並行のものと思われ、

建物の実年代は15世紀始めを中心とする時期と考え

られる。

S 819 (第6図） S Bl8に重複して建っている。

一部分の検出のため、定かではないが桁行4間（北

から 5尺x2+4尺十 5尺=19尺） X梁行 1間 (6.

5尺）以上の総柱の建物と考えられる。棟方向N3

0 Eの南北棟と思われ、棟方向はSB18とほぼ同じ

である。確認された 8か所の柱位置のうち 3か所に

根石が残っていた。出土した土師器鍋片は伊藤編年

3段階並行のものである可能性があるが、 SB18の

ものより若干新しいと思われる。したがって、 SB

18が廃絶した後、 SB19が建てられたものと理解し

ておきたい。

S 820 (第6図） S B18• S B19に重複している。

一部分しか確認できないが、桁行 1間 (6.5尺）以

上x梁行2間 (5尺X2 =10尺）の建物と考えられ

る。棟方向N78°Wの東西棟と思われる。確認され

-8-

た4か所の柱位置のうち 3か所に根石が残っていた。

土師器片が出士しているが、前述の 2棟と同じ伊藤

編年3段階並行のものと思われる。 SB18のものよ

り若干新しいと思われるが、 SB19との新旧関係は

不明である。

(2)土坑

上坑として扱っているものは22基ある。総じて遺

物最が少なく、時期の不明なものが多い。なお、土

坑としたが、中世墓である可能性のあるものも含ま

れている。以下には遺構図を掲載したもののみ記述

する。その他は遺構一覧表を参照されたい。

SK 1 (第 7図） A地区南寄りに位置する。平面

形はやや形の崩れた一辺約1.4mの方形で、検出面

からの深さは0.5mである。数cm-------50cmほどの礫が

多く出士したが、底面より浮いた状態である。出土

遺物には、士師器鍋・羽釜・皿がある。士師器鍋は

伊藤編年3段階a形式に相当するもので、他の遺物

もこの時期に並行するものと思われる。したがって、

14世紀代の遺構であると考える。

SK 5 (第 7図） SK3の北0.6mに位置する。

平面形は一辺約 lmの方形で、深さは検出面から約

O.lmである。

SK 7 (第 7図） SK5の西0.6mに位置する。

平面形は長軸約1.8m、短軸約1.2mの楕円形で、検

出面からの深さは約0.4mである。士師器鍋・ 1II1が

出土している。土師器皿は伊藤編年IIIa期のものに

相当する。 15世紀初頭の遺構であると考えられる。

なお、壁が垂直に落ち、整った平面形をもつことか

ら中世募であるとも考えられる。

SK 8 (第 7図） A地区の北寄りに位置する。平

面形は長辺2.2m、短辺0.8mの方形で、検出面から

の深さは約0.6mである。整った形状であることか

ら中世墓である可能性もある。出土遺物がなく時期

は不明だが、切り合い関係から SB20より古い遺構

である。

SK 11 (第 7図） SK5の東に位置する。平面形

は長辺1.3m、短辺1.2mの方形で、検出面からの深

さは約0.3mである。一部はテラス状になっている。

伊藤編年3段階b形式に相当する士師器鍋が出士し

ている。したがって、 15世紀前半の遺構と考えられ
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る。

SK 13 (第7図） B地区南寄りに位置する。平面

形は直径約1.2mの円形で、検出面からの深さは約0.

6mである。遺物は無く、時期は不明である。整っ

た形状であることから中世墓である可能性も考えら

れる。

SK 16 (第7図） A地区南寄り、調在区の西端に

遺構名 小地区 平面形 上 面 規 模

SKI b 25 方 形 一辺 1.4m

SK2 a 22 方 形 一辺 1.5 m 

SK3 b 19 方 形 長辺 l.Om x短辺0.7m 

SK4 b 25 不 明

SK5 b 18 方 形 一辺 l.Om 

SK6 b 24 不 明

SK7 a 18 楕円形 長軸 1.8mX 短軸 1.2m 

SK8 a 20 方 形 長辺 2.2mX 短辺0.8m

SK9 b 26 楕円形 長軸 1.2mX 短軸 l.Om 

SKlO a 21 楕円形 長軸l.Om x短軸0.7 m 

SKll b 18 方 形 長辺 1.3mX 短辺 1.2m 

SK12 b 19 楕円形 長軸1.4mX 短軸0.9m

SK13 a 13 円 形 直径 1.2m 

SK14 a 15 楕円形 長軸 l.Om x短軸0.9m
: 

SK15 b 2 不定形 長軸2.7 m X 短軸0.9mi 

SK16 a 24 楕円形 長軸0.9mX 短軸o.sml 

SK17 a 8 不 明

SK21 b 23 方 形 一辺0.9m

SK泣 b 23 楕円形 長軸 l.Om x短軸0.9m

SK23 a 14 円 形 直径0.7m 

SK2A a 21 楕円形 長軸 l.Om x短軸0.7m 

第 1表土坑一覧表

-10-

接する位置にある。平面形は長軸約0.9m、短軸約

0.8mの楕円形で、検出面からの深さは約0.9mであ

る。底面の中ほどに直径約10cm、深さ約25cmの小穴

を持つ。形態は縄文時代のいわゆる「陥し穴」にも

似るが、遺物の出土が無く、時期は確定できない。

しかし、他の類例⑤との比較をすると「陥し穴」で

ある可能性があることを指摘しておきたい。

深さ 時 期 備 考

0. 5 m 14世紀代

0. 3 m 

0. 1 m 

0. 4 m 

0. 1 m 

0. 2 m 

0. 4 m 15世紀初頭 中世墓か

0. 6 m S B20より古、中世墓か

0. 4 m 

0. 8 m 

0. 3 m 15世紀前半

0. 2 m 

0. 6 m 中世墓か

0 .1 m 

0. 2 m 

0. 9 m 縄文時代？ 底面に小穴、陥し穴か

0. 9 m 

0 .1 m 

0 .1 m 

0 .1 m 

0. 2 m 



遺構名 小地区 規 模 棟方向 根石 総柱 時 期 備 考

S B18 
a 20""'-'a 21 

桁行4間x梁行 1間以上
南北棟

有

゜
15世紀初頭

b 20,...___., b 22 N 2°E 

S B19 
a 19,....__, a 21 

桁行4間x梁行 1間以上
南北棟

有

゜
15世紀前半

b19'""'--'b21 N 3°E 

S B20 
a 20,....___, a 21 

桁行 1間以上x梁行 2間
東西棟

有 15世紀前半 SK8より新
N78°W 

X 
b 20,____ b 21 

第 2表掘立柱建物一覧表

4 遺物 味な口縁で、端部を丸くおさめている。古墳時代の

ものである可能性がある。

出土遺物は整理箱で9箱あまりである。そのほと

んどは中世の土器である。大部分は小片であり、接

合は困難を極めた。したがって、時期を確定できる

ような決め手となる遺物は少ない。

(1) 中世以前の遺物

土師器甕(16)が出土している。口縁部が 1点のみ

で、 C地区包含層遺物である。直線的で短く立ち気
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(2)中世の遺物

中世の遺物には土器類、鉄製品がある。土器類は

土師器類・陶器・磁器がある。鉄製品は釘で、 1点

のみである。

土師器類土師器には鍋・羽釜と1II1がある。ほとん

ど全てが南伊勢系土師器である。また、土師器質の

土錘がある。
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鍋は伊藤編年2段階から 3段階に相当するものが、

皿はIIIa期を中心とする時期のものが見られる。実

年代にして13世紀後半から15世紀前半までのものと

考えられる。

陶器 陶器には甕・揺鉢・山茶椀がある。いずれも

小片のみであるため、 15世紀代の常滑産甕(15)以外

は図化しなかった。なお、山茶椀は尾張型と渥美型

報告 実禰
器種等

出上位置
法量 (cm) 形態・技法等の特徴

番号 番号 遺構

3-土師器 b25 （口）11.0 外：オサエ・ナデのちロ
1 

03 皿 SKl （高） 2.3 縁部ヨコナデ内：ナデ

2 -土師器 b25 外：ハケメのちヨコナデ
2 

03 羽釜 SKl 
（口）26.1 

内：ナデのちヨコナデ

2-土器器 b25 外：ハケメのちヨコナデ
3 

02 鍋 SKl 
（口）30.2 

内：ヨコナデ

3-土師器 a22 外：ハケメのちヨコナデ
4 

01 鍋 S K2・ 
（口）19.0 

内：ヨコナデ

3-土師器 a18 外：ヨコナデ
5 

06 鍋 SK7 内：ヨコナデ

4-土師器 a18 外：ヨコナデ
6 

01 鍋 SK7 内：ヨコナデ

3 -士師器 a18 （口）12.3 外：オサエ・ナデのちロ
7 

02 皿 SK7 （高） 2.6 縁部ヨコナデ内：ナデ

5-士師器 a18 （口）10.2 外：オサエ・ナデのちロ
8 

02 皿 SK7 （高） 2.7 縁部ヨコナデ内：ナデ

2 -士師器 b19 外：ハケメのちヨコナデ， 
02 鍋 S Kll 

（口）33.4 
内：ヨコナデ

り一 土師器 b22 外：ヨコナデ
10 

03 鍋 S B18 内：ヨコナデ

1 -土師器 b20 外：ヨコナデ
11 

内：ヨコナデ07 鍋 S B18 

1 -磁器 A地区 外：施釉・ケズリ出し高
12 

02 碗 包含層
（底） 5.2 

台内：施釉

1 - 土師器 b21 外：ヨコナデ
13 

04 羽釜 包含層 内：ヨコナデ

5-土師器 b19 外：ハケメのちヨコナデ
14 

01 鍋 表採
（口）24.0 

内：ヨコナデ・オサエ

1 - 陶器 b18 外：ロクロナデ
15 

゜
1 甕 包含層

（底）14.2 
内：ロクロナデ

1 -土師器 b2 外：ヨコナデ
16 

゜
5 甕 包含層 内：ヨコナデ

17 
5-鉄製品 b21 

（長） 5.6 断面長方形

゜
3 釘 Pitl 

I I 

第 3表遺物一覧表

の第6型式ごろのものと思われる。 (6;

磁器 磁器には青磁碗(12)と白磁1IIlと思われるもの

があり、ともに中国産である。

鉄製品 断面長方形の釘(17)が 1点ある。出士遺構

はピットである。このピットは想定した建物が重複

する地点にあり、建物に使われていた釘である可能

性が高い。

胎土 焼成 色調 残存度 備 考

密"---'2.5mm
良好 2.5Y8/2灰白 1/6 

の小石

やや密,...___,3 
良好

10YR7/3にぶい
日縁1/10

mmのI」叶 黄橙

やや粗--2
良好 7.5Y郎 /2灰白 ロ縁1/8 外面煤付着

mmのtJ¥fi

や 良好
10YR5/3にぶい

ロ縁1/8
黄橙

や 良好 10YR8/3浅黄橙 ロ縁小片

や 良好 lOY郎 /2灰白 ロ縁小片

密 良好 2.5Y8/2灰白 1/5 

密 良好 2.5Y8/4淡黄 完存

やや粗'"'--'3
良好 2.5Y8/3淡黄 ロ縁1/8 外面煤付着

mmの小石

や 良好 10YR8/2灰白 ロ縁小片

やや粗,...,__.,1 
良好 lOY郎 /3浅黄橙 日縁小片

mmの小石

密 堅緻
N8/0灰白釉）

高台完存 青磁 龍泉窯系
7.5GY7/1明緑灰

や 良好 lOYR.8/3浅黄橙 ロ縁小片

やや密----2
良好 2.5Y8/4淡黄 日縁1/5 外面煤付着

mmの小石

やや粗""'-'1
良好

7.5YR6/2灰褐
底部1/8 常滑

mmのI」叶 10YR7/1灰白

や 良好 10YR8/3浅黄橙 ロ縁小片 古墳時代か

ほぼ完存

I 
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今回の調在は、幅4mほどという幅の狭い調査区

であるという制約があった。しかし、 14• 15世紀を

中心とする遺物とともに、掘立柱建物3棟をはじめ、

いくつかの上坑を確認することができた。

また、同時に行った分布調在では集落全体での遺

物散布を確認した。地形も考慮に入れて考えると、

従来の柳原観音境内遺跡（町No.77)を含めた集落全

体が遺跡であり、不可分のものであると判断した。

今後は柳原観音境内遺跡を廃止し、森ノ上遺跡とす

るのが妥当だと考える。

1 中世以前の森ノ上遺跡

今回の発掘調在では、中世以前のものと思われる

遺物は 1点のみであった。古墳時代のものと思われ、

近辺に同時代の遺構の存在を示唆するものであろう。

S K16は陥し穴とも考えられ、縄文時代の遺構で

ある可能性もある。また、表採遺物にチャート製の

石器剖片がある。採集地点は今回の調在区より東に1

OOmほどの旧柳原観音境内遺跡内である。この場所

は宮川にむかって緩く張り出した段丘上であり、旧

石器～縄文時代の遺構・遺物の存在する可能性がある。

2 中世の森ノ上遺跡

遺物は14世紀代を中心とし、 13世紀後半から15世

紀前半までの時期に限られるようである。したがっ

て、今回確認できた遺構もこの頃のものと考えてい

［註・参考文献］

① 木村一朗「出張遺跡・栃原附近の地形と地質」（『出張遺跡調査

報告書』、大台町出張遺跡調査会、 1979年）。

② 三ツ木貞夫他『出張遺跡調査報告書』 （大台町出張遺跡調査会、

1979年）。
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る。遺構間の時期差は、決め手となる材料が少ない

ため確定できないが、強いて言えば、いくつかの土

坑は掘立柱建物に先行するものであると考えられる。

SK8を例に考えてみると、その位置関係からは

いずれの掘立柱建物にも伴わない遺構であると考え

られる。また、切り合い関係から掘立柱建物より先

行する遺構である。ところで、 SK8はその形状か

ら中世墓である可能性を考えている。また、周囲に

も同様のものが多く、中世墓群であった可能性もあ

る。もし、そうだとすれば、 SK8ができてさほど

の年月を経ずに掘立柱建物ができたとは考えにくく、

SKBと掘立柱建物との時期差はある程度の開きが

あると考えざるを得ない。

森ノ上遺跡の範囲は現集落のほぼ全域に広がって

おり、 13世紀代の山茶椀や14世紀から15世紀の土師

器鍋などを採集することができる。今回の調在はこ

の広範な遺跡の一部を調在したに過ぎない。しかし、

少なくとも調査区内には15世紀初めを中心とする生

活の跡があること、また、それに先行する SK8の

時期の生活の跡があろうことが確認できた。

森ノ上遺跡内は中世以降も熊野街道が通り、人々

の往来が盛んだったことは想像に難くない。しかし、

調査区内ではC地区の現代のものを除き、中世以降

の遺構•遺物は全くといってよいほ曰船忍できなかった。

このような立地の遺跡は現在の集落と重複する部

分が多く、全体が明らかになりにくい。しかし、部

分的な成果であっても、資料の蓄積により大きな成

果に結びついていくことであろう。

73年）。

伊勢野久好「馬ノ瀬遺跡の調査」 （『天花寺山』、一志町・嬉野

町遺跡調査会、 1991年）。

西出 孝『奈可切遺跡発掘調査報告』（三重県埋蔵文化財センター、

1996年）。

⑥ 藤沢良祐「山茶碗研究の現状と課題」（『研究紀要』第3号、三重

県埋蔵文化財センター、 1994年）。

上記の他、前川嘉宏「蚊山遺跡左郡地区」 ［『近畿自動車道（勢

和～伊勢）埋蔵文化財発掘調資報告』第6分冊、三重県埋蔵文化財セ

ンター、 1993年］を参照した。
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